
淀川水系河川整備計画についての意見交換会
　－説明資料（第2稿）意見交換会－

H15.7.29箕面会場・H15.7.30池田会場・H15.7.31尼崎会場
資料－３

1

淀川水系河川整備計画に

ついての意見交換会

国土交通省　近畿地方整備局

猪名川河川事務所

猪名川総合開発工事事務所
2

淀川水系河川整備計画に

ついての意見交換会

国土交通省　近畿地方整備局

猪名川河川事務所

猪名川総合開発工事事務所

3

近代河川制
度の誕生

明治29年

1896年

治水

昭和39年

1964年

＋

治水・ ・利水の体系
的な制度の整備

●水系一貫管理制度の
　導入

●利水関係規定の整備

治水・利水・環境
の総合的な河川制
度の整備

●河川環境の整備と保全

●地域の意見を反映し
　た河川整備の計画制
　度の導入

平成9年

1997年

利水

環境

治水 利水治水

河川法改正の流れ

4

淀川水系流域委員会
１３年２月スタート

近畿地方整備局へ
整備計画原案策定に対する提言

淀川水系河川整備計画策定に
むけての説明資料（第１稿）　　

淀川水系河川整備計画決定

住民、自治体等
から意見聴取

淀川水系河川整備計画原案

流域委員会
から意見聴取

淀川水系河川整備計画策定に
むけての説明資料（第２稿）　　

住民、自治体等
から意見聴取

住民、自治体等
から意見聴取

住民、自治体等
から意見聴取

流域委員会
から意見聴取

流域委員会
から意見聴取

意見の反映

意見の反映

意見の反映

意見の反映

淀川水系河川整備計画の流れ

4

5

流域委員会

関係住民

地方自治体

河川管理者

実　施 検討・見直し

河　川
整備計画

■はじめに

意見

意見

実施段階

モニタリング

【第２稿　P１】 6

■河川整備計画

課題
・環境
・治水
・利水
・利用

河川管理者のみによ
る河川内で対応

流域内のあらゆる関
係者が連携協力

限界

これからは

河川整備の基本的な考え方

【第２稿　P１６】
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7

■対象範囲 直轄管理
区間

草　津
　川

対象範囲

■期　間

２０～３０年

【第２稿　P１８】 8

■指定区間外区間（大臣管理区間）

指定区間外区間（大臣管理区間）

（大臣管理区間）

指定区間外区間

（大臣管理区間）

指定区間外区間

【第２稿　P１８】
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1

計 画 策 定

2

検討５．１．２　情報の共有と公開、住民との連携・協働
　　　　　　　　　　　、関係団体・自治体・他省庁との連携

河川レンジャーの試行・検討

住民（地元・流域）

ＮＰ０
自然保護団体教育・学校関係者

河川利用者
文化活動者

市民・民間

河川管理者

国・自治体

助言・支援

助言・支援

連　携河川レンジャー

河川レンジャー

文化活動の助言

自然保護活動の助言

河川管理活動の支援
【第２稿　P２９】

3

河 川 環 境

4

河 川 環 境

5

改修前

昭和40年

改修後

昭和45年

これまでの河川整備

【第２稿　P６】

■洪水氾濫頻度の減少

尼崎市尼崎市

豊中市豊中市

昭和40年　豊中市利倉地区 昭和45年　豊中市利倉地区
6

一庫ダム

■多量の水利用

【第２稿　P６】

阪急日生ニュータウン

これまでの河川整備

一庫ダム湖周辺

平成15年3月撮影　川西市美山台地区
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7

平成11年

軍行橋

昭和45年

軍行橋

川西市

池田市

【第２稿　P６】

■河川敷の都市公園

これまでの河川整備

川西市

池田市

昭和45年　伊丹市東久代地区 平成11年　伊丹市東久代地区 8

廃棄物の不法投棄

生活ゴミ等が一庫ダム湖岸に漂着

【第２稿　P６】

ゴミによる影響

一庫ダム湖　出合地区

平成12年2月撮影　豊中市利倉西地先

9

今後の河川整備は、

　・水辺にワンド、たまり

　・水位の変動による冠水・攪乱域

　・変化に富んだ地形

　・多様な生態系

が形成されていた頃の

　　　　　河川環境を強く意識
【第２稿　P１８】

河川環境（整備方針）

10

　河川環境を保全・再生していくに際

しては、人工的な改変によって川をか

たち造るのではなく、

『川が川をつくる』

のを手伝うという考え方を念頭に実施

【第２稿　P１８】

河川環境（整備方針）

11

４．２．１　河川形状

４．２．２　水位

４．２．３　水量

４．２．４　水質

４．２．５　土砂

４．２．６　生態系

４．２．７　景観

４．２．８　生物の生息・生育環境に

　　　　　　配慮した工事の施工

４．２　河川環境

横断方向・縦断方向の連続性の修復

モニタリング・評価
　　　　・フィードバック

生物に配慮した水位操作の運用

自然流況に近い流量への運用

水質・底質・水温の改善対策

土砂移動の連続性の確保

生態環境の保全・再生、外来種対策

景観の調和、ダム湖の裸地対策

生物に配慮した工事施工

河川整備の方針　４章　河川環境
は、猪名川に関するもの

【第２稿　P１８】 12【第２稿　P３０】

河川環境のモニタリングの実施と評価

５．２　河川環境

○下河原地区ワンドのモニタリング

○ 河川水辺の国勢調査

○これまで実施してきた「多自然型川づくり」の評価

実施

平成13年12月22日撮影　猪名川河川事務所内 平成14年5月18日撮影　伊丹市下河原地区ワンド内
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13

４．２．１ 河川形状

４．２．２　水位

４．２．３　水量

４．２．４　水質

４．２．５　土砂

４．２．６　生態系

４．２．７　景観

４．２．８　生物の生息・生育環境に

　　　　　　配慮した工事の施工

４．２　河川環境

横断方向・縦断方向
の連続性の修復

モニタリング・評価・フィードバック

生物に配慮した水位操作の運用

自然流況に近い流量への運用

水質・底質・水温の改善対策

土砂移動の連続性の確保

生態環境の保全・再生、外来種対策

景観の調和、ダム湖の裸地対策

生物に配慮した工事施工

河川整備の方針　４章　河川環境
は、猪名川に関するもの

【第２稿　P１９】 14

下加茂地区

横断方向の河川形状の修復方法等について検討

５．２．１　横断方向の河川形状の修復

【第２稿　P３１】

検討

15

検討

下加茂地区
５．２．１　横断方向の河川形状の修復

横断方向の河川形状の修復方法等について検討

【第２稿　P３１】

池
田

床
固

２００２年

久代北台井堰

川 西 市

池 田 市

久代北台井堰

川 西 市

池 田 市 池
田

床
固

１９６１年

16

横断方向の河川形状の修復方法等について検討

５．２．１　横断方向の河川形状の修復

現状の河川形状

多 様 な 環 境

水域と陸域の分断

修復イメージ

【第２稿　P３１】

検討

17

５．２．１　縦断方向の河川形状の修復

上津島床固

久代北台井堰

大井井堰

池田床固

三ヶ井井堰

高木井堰

余野川合流部空港川合流部

【第２稿　P３１】

魚類等の遡上・降下に配慮した構造検討

検討

18

５．２．１　縦断方向の河川形状の修復

余野川合流部

魚類等の遡上・降下に配慮した構造検討

久代北台井堰

【第２稿　P３１】

検討

平成5年6月17日撮影　川西市加茂地先

平成13年12月5日撮影　池田市古江地先
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19

事例（施工前）

５．２．１　縦断方向の河川形状の修復

境川水系鼬川　いたち川・柏尾川合流点床止【第２稿　P３１】

魚類等の遡上・降下に配慮した構造検討

検討

20

５．２．１　縦断方向の河川形状の修復

魚類等の遡上・降下に

　　　　　　　　配慮した構造検討

【第２稿　P３１】

魚が遡上している

事例（施工後）

境川水系鼬川　いたち川・柏尾川合流点床止

検討

21【第２稿　P３１】

魚類の遡上・降下に配慮した方策を実施の可否も含めた検討

事例（青野ダムの魚道）

５．２．１　縦断方向の河川形状の修復 検討

22【第２稿　P３１】

５．２．１　縦断方向の河川形状の修復

魚類の遡上・降下に配慮した方策を実施の可否も含めた検討

検討

23

４．２．１河川形状

４．２．２　水位

４．２．３　水量

４．２．４　水質

４．２．５　土砂

４．２．６　生態系

４．２．７　景観

４．２．８　生物の生息・生育環境に

　　　　　　配慮した工事の施工

４．２　河川環境

横断方向・縦断方向の連続性の修復

モニタリング・評価・フィードバック

生物に配慮した水位操作の運用

自然流況に近い流量
への運用

水質・底質・水温の改善対策

土砂移動の連続性の確保

生態環境の保全・再生、外来種対策

景観の調和、ダム湖の裸地対策

生物に配慮した工事施工

河川整備の方針　４章　河川環境
は、猪名川に関するもの

【第２稿　P１９】 24

検討

水位変動や攪乱の増大を図る試験放流を実施、適切な運用の検討

高山ダム攪乱放流状況　　ダム放流量 25m3/s（平成14年6月11日実施）

放流後放流前

５．２．３　水量

【第２稿　P３２】

一庫ダムの貯水位曲線（平均）

120

125

130

135

140

145

150
貯水位(m)

　　平均貯水位
　　制限水位

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

常時満水位EL.149.0m

洪水期制限水位EL.135.3m
6/16～10/15

攪乱放流

操作の（例）

平成14年6月撮影 平成14年6月撮影
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25

通常時

平成13年5月7日撮影　伊丹市北河原地先

５．２．３　水量

河川環境上必要な水量を検討、必要な諸調査を実施

【第２稿　P３２】

平成6年8月31日撮影　伊丹市北河原地先

渇水時

三ヶ井井堰付近の流況

検討

26

５．２．３　水量

• 維持流量把握のための諸調査の実施

• 維持流量の検討

• 維持流量の増加による環境改善の予測

具体的検討手法

【第２稿　P３２】

河川環境上必要な水量を検討、必要な諸調査を実施

検討

27

４．２．１河川形状

４．２．２　水位

４．２．３　水量

４．２．４　水質

４．２．５　土砂

４．２．６　生態系

４．２．７　景観

４．２．８　生物の生息・生育環境に

　　　　　　配慮した工事の施工

４．２　河川環境

横断方向・縦断方向の連続性の修復

モニタリング・評価・フィードバック

生物に配慮した水位操作の運用

自然流況に近い流量への運用

水質・底質・水温の
改善対策

土砂移動の連続性の確保

生態環境の保全・再生、外来種対策

景観の調和、ダム湖の裸地対策

生物に配慮した工事施工

河川整備の方針　４章　河川環境
は、猪名川に関するもの

【第２稿　P１９】 28

５．２．４　水質

• 啓発活動

• 水物質循環の調査

• 水質監視の強化

【第２稿　P３２】

水質に関する取り組み

実施

29

琵琶湖・淀川流域

水質管理協議会（仮称）

の設立

５．２．４　水質

琵琶湖・淀川流域水質管理協議会（仮称）設立の検討

水質汚濁防止連絡協議会

【第２稿　P３２】

検討

30

５．２．４　水質

• 水質目標の設定

• 情報共有の強化

• 住民との連携強化

• 水質事故防止・対処の強化

• 行動計画とフォローアップ

琵琶湖・淀川流域

　　　　　水質管理協議会（仮称）の取り組み

【第２稿　P３３】

検討
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31

５．２．４　水質

既設の選択取水設備の継続実施と、より効率的な操作方法等を検討

【第２稿　P３３】

一庫ダム

上流

模式図

分画フェンス

検討

平成14年7月撮影　田尻川

32

５．２．４　水質

既設の深層曝気設備の継続実施と、より効率的な運転方法等を検討

【第２稿　P３３】

深層曝気設備 システム

検討

平成7年3月撮影　一庫ダム湖

33

５．２．４　水質
一庫ダム湖の水質

【第２稿　P３４】

アオコ発生状況（田尻川）

Ｓ５８ Ｓ５９ Ｓ６０ Ｓ６１ Ｓ６２ Ｓ６３ Ｈ１ Ｈ２ Ｈ３ Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４

アオコ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

淡水赤潮 ● ● ● ● ● ● ●

異臭味障害 ● ● ● ● ● ● ●

ろ過障害 ● ● ● ● ●

実施

平成14年7月撮影

34

具体的調査手法

底泥の採取

試験室における分析

分析試料の作成

底質調査結果の蓄積

底質改善必要性の判断

底質改善対策の検討

底質改善対策の実施

事後モニタリング

・必要ないと判断

・必要ありと判断

・浚渫等の検討

（検討フロー）

５．２．４　水質

底質調査の継続実施と改善対策等の検討

【第２稿　P３４】

検討

35

４．２．１河川形状

４．２．２　水位

４．２．３　水量

４．２．４　水質

４．２．５　土砂

４．２．６　生態系

４．２．７　景観

４．２．８　生物の生息・生育環境に

　　　　　　配慮した工事の施工

４．２　河川環境

横断方向・縦断方向の連続性の修復

モニタリング・評価・フィードバック

生物に配慮した水位操作の運用

自然流況に近い流量への運用

水質・底質・水温の改善対策

土砂移動の連続性
の確保

生態環境の保全・再生、外来種対策

景観の調和、ダム湖の裸地対策

生物に配慮した工事施工

河川整備の方針　４章　河川環境
は、猪名川に関するもの

【第２稿　P２０】 36

５．２．５　土砂

土砂移動の連続性の確保

【第２稿　P３４】

検討
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37

４．２．１河川形状

４．２．２　水位

４．２．３　水量

４．２．４　水質

４．２．５　土砂

４．２．６　生態系

４．２．７　景観

４．２．８　生物の生息・生育環境に

　　　　　　配慮した工事の施工

４．２　河川環境

横断方向・縦断方向の連続性の修復

モニタリング・評価・フィードバック

生物に配慮した水位操作の運用

自然流況に近い流量への運用

水質・底質・水温の改善対策

土砂移動の連続性の確保

生態環境の保全
　・再生、外来種対策

景観の調和、ダム湖の裸地対策

生物に配慮した工事施工

河川整備の方針　４章　河川環境
は、猪名川に関するもの

【第２稿　P２０】 38

５．２．６　生態系

北河原地区

東園田地区

高田地区

生物の生息・生育環境の保全及び、再生の検討

【第２稿　P３５】

検討

39

５．２．６　生態系

高田地区
ヨシ群落

クロベンケイガニ

ウキヤガラ

平成14年12月撮影
尼崎市高田地区

生物の生息・生育環境の保全及び、再生の検討

【第２稿　P３５】

尼崎市

藻川橋

検討

平成11年5月10日撮影

平成11年10月10日撮影　合流部下流右岸

平成11年10月10日撮影

40

５．２．６　生態系

平成14年12月撮影
尼崎市東園田地区

東園田地区

生物の生息・生育環境の保全及び、再生の検討

【第２稿　P３５】

尼崎市

園田橋

検討

平成11年9月28日撮影　園田橋上流左岸側

41

５．２．６　生態系

生物の生息・生育環境の保全及び、再生の検討北河原地区

【第２稿　P３５】

１９６１年

桑津橋 伊 丹 市

桑津橋 伊 丹 市

２００２年

検討

42

５．２．６　生態系

北河原地区

生物の生息・生育環境の保全及び、再生の検討

【第２稿　P３５】

検討

平成6年7月23日撮影　伊丹市北河原地先　三ヶ井井堰下流右岸
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43平成6～11年度河川水辺の国勢調査結果より

（国土交通省の直轄河川109水系）
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35

H７ H８ H７ H６ H７ H１１

庄内川 釧路川 姫川 十勝川 鶴見川 猪名川

外
来

種
数

の
占

め
る

割
合

（
％

）

割合が低い河川　 割合が高い河川　

５．２．６　生態系

外来種の対策を促進

河川における外来種数の占める割合（％）　（植物）

ネズミムギ（イネ科）

ブラックバス

【第２稿　P３６】

検討

平成14年7月11日撮影

44

５．２．６　生態系

【第２稿　P３６】

関係機関、地域住民等と連携

条例制定に向けた調整・協議

広報・啓発

すでに侵入した
外来種への対応

予防措置

調査・研究

外来種の対策を促進

検討

45

４．２．１河川形状

４．２．２　水位

４．２．３　水量

４．２．４　水質

４．２．５　土砂

４．２．６　生態系

４．２．７　景観

４．２．８　生物の生息・生育環境に

　　　　　　配慮した工事の施工

４．２　河川環境

横断方向・縦断方向の連続性の修復

モニタリング・評価・フィードバック

生物に配慮した水位操作の運用

自然流況に近い流量への運用

水質・底質・水温の改善対策

土砂移動の連続性の確保

生態環境の保全・再生、外来種対策

景観の調和、ダム湖
の裸地対策

生物に配慮した工事施工

河川整備の方針　４章　河川環境
は、猪名川に関するもの

【第２稿　P２０】 46

５．２．７　景観

【第２稿　P３６】

高山ダムでの緑化試験施工の状況

施工範囲

着手前

制限水位へ移行後、約１ヶ月が経過

ダム湖貯水池の法面の裸地化対策

（平成14年7月現在）

一庫ダム湖
検討

平成10年7月撮影

平成14年6月撮影

平成14年7月撮影

47

４．２．１河川形状

４．２．２　水位

４．２．３　水量

４．２．４　水質

４．２．５　土砂

４．２．６　生態系

４．２．７　景観

４．２．８　生物の生息
・生育環境に配慮した
工事の施工

４．２　河川環境

横断方向・縦断方向の連続性の修復

モニタリング・評価・フィードバック

生物に配慮した水位操作の運用

自然流況に近い流量への運用

水質・底質・水温の改善対策

土砂移動の連続性の確保

生態環境の保全・再生、外来種対策

景観の調和、ダム湖の裸地対策

生物に配慮した
工事施工

河川整備の方針　４章　河川環境
は、猪名川に関するもの

【第２稿　P２０】 48

５．２．８　生物の生息・生育環境に配慮した工事の施工

外来種を持ち込む危険性がある

ことから、土木シート施設を設置

排出ガス対策型建設

機械使用の義務付

【第２稿　P３６】

実施

淀川鵜殿地区

淀川鵜殿地区



1

1

治水・防災

2

治水・防災

3

（尼崎市高田地区　[藻川右岸0.2k+148m] ）

Ⅲ

Ⅰ

Ⅱ

藻　川

Ⅲ：堤防嵩上げ（粘土混じり砂）

Ⅱ：旧堤防もしくは自然堤防（砂質粘土）

Ⅰ：原地盤（シルト混じり砂）
「堤防の土質特性に関する調査：Ｓ５７」

■不均質な堤防内部

【第２稿　P９】

かさ

4

■連続堤防に守られた下流低平地

＜ 猪名川・藻川分派点付近 ＞

＜ 尼崎市戸ノ内付近 ＞

平成１５年２月撮影【第２稿　P９】

藻川 猪名川

猪名川

神崎川

豊中市

尼崎市

尼崎市

伊丹市

5

■被害の深刻さの増加

激しい流水により壊滅的な被害となる整備後

【第２稿　P９】

低い水位でゆっくり浸水し始める整備前

破堤時の被害の深刻度は増加水害の頻度は減少

かいめつてき

6

■過去の２倍近い降水量

名古屋地方気象台（日降水量）【第２稿　P９】



2

7

■河川整備の基本的な考え方

破堤による被害の回避を究極的な目標と

し、そのための施策に最優先で取り組む

治水・防災　４章

【第２稿　P２１】 8

治水・防災　４章
４．３．１　洪水

（１）破堤による被害
　　　　の回避・軽減

（２）浸水被害の軽減

（３）一連区間整備

　　　　　　 の完成等

（４）土砂対策

１）日頃から備える

２）洪水時の対応

３）流域で水を貯める

４）堤防強化対策

①流域内対策

②排水機場運用

①高規格堤防

②堤防補強

１）狭窄部上流の
　 浸水被害の軽減

２）琵琶湖沿岸の
　　 浸水被害の軽減

【第２稿　P２１】

は、猪名川に関するもの

9

づ
く
り
協
議
会
（
仮
称
）

水
害
に
強
い
地
域

（日頃から備える）
○○部会

（洪水時の対応）
□□部会

（流域で水を貯める）
△△部会

住　

民

治水・防災　５章　
５．３．１　洪水　

河
川
管
理
者
・沿
川
自
治
体
に
よ
り
構
成

実施

【第２稿　P３６】 10【第２稿　P２１】

治水・防災　４章
４．３．１　洪水

（１）破堤による被害
　　　　の回避・軽減

（２）浸水被害の軽減

（３）一連区間整備

　　　　　　 の完成等

（４）土砂対策

１）日頃から備える

２）洪水時の対応

３）流域で水を貯める

４）堤防強化対策

①流域内対策

②排水機場運用

①高規格堤防

②堤防補強

１）狭窄部上流の
　 浸水被害の軽減

２）琵琶湖沿岸の
　　 浸水被害の軽減

は、猪名川に関するもの

11

づ
く
り
協
議
会
（
仮
称
）

水
害
に
強
い
地
域

（日頃から備える）
○○部会

（洪水時の対応）
□□部会

（流域で水を貯める）
△△部会

住　

民

治水・防災　５章　
５．３．１　洪水　

河
川
管
理
者
・沿
川
自
治
体
に
よ
り
構
成

実施

【第２稿　P３６】 12

治水・防災　５章

河川情報表示板

浸水実績表示

５．３．１　洪水　

平成14年6月撮影　伊丹市下河原

平成15年3月撮影　池田市木部町

実施

【第２稿　P３７】



3

13

浸水想定表示　

猪名川・藻川浸水想定区域図 川西市防災マップ

　地域防災計画　

治水・防災　５章　
５．３．１　洪水　 実施

【第２稿　P３７】 14

防災訓練等　

水防訓練状況
平成15年5月撮影　

淀川左岸 大阪市旭区

治水・防災　５章
５．３．１　洪水　 実施

【第２稿　P３７】

15

　土地利用の規制・誘導　

治水・防災　５章　
５．３．１　洪水　

盛
土

実施

【第２稿　P３７】 16

17

づ
く
り
協
議
会
（
仮
称
）

水
害
に
強
い
地
域

（日頃から備える）
○○部会

（洪水時の対応）
□□部会

（流域で水を貯める）
△△部会

治水・防災　５章　
５．３．１　洪水　

河
川
管
理
者
・沿
川
自
治
体
に
よ
り
構
成

実施

【第２稿　P３６】

住　

民

18

治水・防災　５章
５．３．１　洪水　 実施

広域防災施設整備対策（防災ステーション）

【第２稿　P３８】

備蓄ヤード

水防センター

ヘリポート

び　ちく



4

19

マスメディア等への洪水情報提供

【洪水画像情報提供】
ＫＢＳ京都放送への提供

【洪水情報提供】
携帯電話による情報提供

治水・防災　５章　
５．３．１　洪水　 実施

【第２稿　P３８】 20

21

づ
く
り
協
議
会
（
仮
称
）

水
害
に
強
い
地
域

（日頃から備える）
○○部会

（洪水時の対応）
□□部会

（流域で水を貯める）
△△部会

治水・防災　５章　
５．３．１　洪水　

河
川
管
理
者
・沿
川
自
治
体
に
よ
り
構
成

実施

【第２稿　P３６】

住　

民

22

流域内保水機能、貯留機能の強化について検討

森林の保全【平成15年7月撮影 川西市】

雨水貯留・浸透施設【平成15年7月撮影 川西市】

調節池【平成15年7月撮影 豊能町】

　
　

伊丹川

つかしん（尼崎市）

第２貯留槽第１貯留槽

地下貯留施設

治水・防災　５章
５．３．１　洪水　 実施

【第２稿　P３９】

23【第２稿　P２１】

治水・防災　４章
４．３．１　洪水

（１）破堤による被害
　　　　の回避・軽減

（２）浸水被害の軽減

（３）一連区間整備

　　　　　　 の完成等

（４）土砂対策

１）日頃から備える

２）洪水時の対応

３）流域で水を貯める

４）堤防強化対策

①流域内対策

②排水機場運用

①高規格堤防

②堤防補強

１）狭窄部上流の
　 浸水被害の軽減

２）琵琶湖沿岸の
　　 浸水被害の軽減

は、猪名川に関するもの

24

■緊急堤防補強区間の抽出

①堤防に隣接して人家が密集、

堤防が高い区間

②既往最大洪水（S35.8洪水）で

破堤の危険性のある区間

＜抽出条件＞
川西市

池田市

伊丹市

豊中市

尼崎市

　　　　堤防補強必要区間

堤防の直下に人家が存在する区間

川西市

池田市

伊丹市

豊中市

尼崎市

　　　緊急堤防補強対象区間

堤防の直下に人家が存在する区間

※①，②の両方を満足する区間を原則



5

25

治水・防災　５章

５．３．１　洪水

0.0k 12.6k堤防の直下に人家が存在する区間

　　　　既往最大洪水（S35.8）にて「浸透破堤」する区間

　　　　既往最大洪水（S35.8）にて「洗掘破堤」する区間

＜緊急堤防補強対象区間＞

猪名川

戸ノ内地区

猪名川

田能地区

猪名川

岩屋地区

猪名川

天津・北河原地区

猪名川

東桑津・中村地区

猪名川

神田地区

藻川

高田・小中島地区

川西市

池田市

伊丹市

豊中市

尼崎市

【第２稿　P４０】

実施

た のう

こう だ

藻川

瓦宮・食満地区
かわらのみや・けま

藻川

東園田町・中食満地区
なかけま

猪名川

東久代地区
ひがしくしろ

26

治水・防災　５章
５．３．１　洪水

※実施にあたり現地に則した具体的補強手法を「淀川

堤防強化検討委員会」（H15.4設立）で早急に決定する。

護　岸

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ドレーン工

覆　土
覆土

（難透水性材料[粘性土]）

＜堤防補強の一例＞

【第２稿　P４０】

実施

27

・狭窄部の開削や無堤部の築堤は、下流への

流量が増え、下流の破堤危険度を増大させる。

・下流の河川整備の進捗状況等から工事実施

の判断をおこなう。

■河川整備の基本的な考え方

【第２稿　P２１】 28【第２稿　P２２】

治水・防災　４章
４．３．１　洪水

（１）破堤による被害

　　　　　の回避・軽減

（２）浸水被害の軽減

（３）一連区間整備
　　　　　　 の完成等

（４）土砂対策

１）日頃から備える

２）洪水時の対応

３）流域で水を貯める

４）堤防強化対策

①流域内対策

②排水機場運用

①高規格堤防

②堤防補強

１）狭窄部上流の
　 浸水被害の軽減

２）琵琶湖沿岸の
　　 浸水被害の軽減

は、猪名川に関するもの

29【第２稿　P２２】

治水・防災　４章
４．３．１　洪水

（１）破堤による被害

　　　　　の回避・軽減

（２）浸水被害の軽減

（３）一連区間整備

　　　　　　 の完成等

（４）土砂対策

１）日頃から備える

２）洪水時の対応

３）流域で水を貯める

４）堤防強化対策

①流域内対策

②排水機場運用

①高規格堤防

②堤防補強

１）狭窄部上流の
　 浸水被害の軽減

２）琵琶湖沿岸の
　　 浸水被害の軽減

は、猪名川に関するもの

30

S58.9出水の
浸水実績

■狭窄部上流の浸水常襲地帯(多田盆地)

銀　橋

【第２稿　P４０】

検討
きょうさく ぶ しんすい じょうしゅう
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31【第２稿　P２３】

治水・防災　４章
４．３．１　洪水

（１）破堤による被害

　　　　　の回避・軽減

（２）浸水被害の軽減

（３）一連区間整備
　　　　　　 の完成等

（４）土砂対策

１）日頃から備える

２）洪水時の対応

３）流域で水を貯める

４）堤防強化対策

①流域内対策

②排水機場運用

①高規格堤防

②堤防補強

１）狭窄部上流の

　 浸水被害の軽減

２）琵琶湖沿岸の
　　 浸水被害の軽減

は、猪名川に関するもの

32

治水・防災　４章
４．３．１　洪水

無堤区間築堤延長合計　850ｍ

無堤区間

無堤区間無堤区間

無堤区間
無堤区間

川西市

池田市

【第２稿　P２３】

川西池田無堤地区

33

治水・防災　５章

５．３．１　洪水

現況地盤

築堤護岸

【第２稿　P４１】

実施

34

35

絹延橋

治水・防災　５章

５．３．１　洪水

池田市木部町中之島付近
（Ｓ３５．８洪水時）

■関連事業の必要性 ［絹延橋架け替え］

【第２稿　P４１】

築堤位置

実施

絹延橋

川の水があたり、
越水する危険がある

きぬのべばし

[ 平成15年2月撮影 ]

川西市 池田市

36

治水・防災　５章

５．３．１　洪水

現絹延橋

絹延橋架け替え

■関連事業の必要性

【第２稿　P４１】

実施
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37

治水・防災　５章

５．３．１　洪水

無堤区間　Ｌ＝１００ｍ　

浸水被害
の発生 洪水時水位

堤　防 堤　防

浸
水

　▽築堤高

　▽洪水時水位
　▽現況地盤高

■関連事業の必要性 ［古江排水樋門］

【第２稿　P４１】

実施

[ 平成15年6月撮影　池田市古江地区 ]

ふる え

38

治水・防災　５章

５．３．１　洪水

■関連事業の必要性

【第２稿　P４１】

実施

古江排水樋門

39

治水・防災

４．３．３　地震・津波

（１）地　震

（２）津　波

【第２稿　P２３】

は、猪名川に関するもの

40気仙沼市津波ハザードマップ

津波ハザードマップの作成・公表の支援　

治水・防災　５章
５．３．３　地震・津波　

【第２稿　P４２】

実施



1

　利水

１ ２

◆淀川水系の水の恩恵
　　○水資源開発による水利用の安定化
　　○ 淀川水系の水が約1700万人の暮らしと
　　　　経済を支える
　　○ 高度経済成長を支える

◆淀川水系の水利用の転機
　　○ 上水道の需要増加率の鈍化
　　○ 工業用水道の取水量減少
　　○ 農業用水の水利用実態が変化

◆近年の少雨化傾向により渇水が頻発

利水の現状の課題

３【第２稿　P１１】

110

120

130

140

150

1月
1日

2月
1日

3月
1日

4月
1日

5月
1日

6月
1日

7月
1日

8月
1日

9月
1日

10月
1日

11月
1日

12月
1日

貯水位 (EL.m)

平年値 平成６年 平成7年 平成12年 平成13年

平成14年 平成15年

常 時 満 水 位 　ＥＬ．１ ４ ９ ．０ ｍ

洪 水 期 制 限 水 位
　ＥＬ．１ ３ ５ ．３ ｍ
　６ ／ １ ６ ～ １ ０ ／ １ ５

近年の少雨化傾向による渇水調整の頻発化

平成１５年３月３１日現在

４

一庫ダム貯水位曲線

Ｈ１５

Ｈ７

Ｈ１２

Ｈ１３

Ｈ６

Ｈ１４

Ｈ７

Ｈ１２

Ｈ１３

Ｈ６

Ｈ１４

水資源の有効活用に向けて

利水　４章（２稿）
４．４　利水

（１）水需要の精査確認

（２）水利権の見直しと用途間転用

（３）既存水資源開発施設の再編と運用の見直し

（４）水需要の抑制

（５）渇水への対応

５

水需要の精査確認

標準的な水需要予測の手順

現状分析
・原単位動向
・フレーム動向

将来想定
・水利用形態
・フレーム

将来需要

長期計画等
都市の絵姿

河川依存量

水源
検討整合

適切な水利権許可・精査確認結果の公表

水需要の確認
実施

６【第２稿　P４３】



2

水資源の有効活用に向けて

利水　４章（２稿）
４．４　利水

（１）水需要の精査確認

（２）水利権の見直しと用途間転用

（３）既存水資源開発施設の再編と運用の見直し

（４）水需要の抑制

（５）渇水への対応

７

○実績取水量把握に向けた支援の検討　　
○許可水利権への切替に向けた指導強化　
○地域の水環境（環境用水、防火用水等）
　に関する要望への配慮

農業用水の実態把握・許可水利への切替の促進

用途間転用の関係機関との調整

実施

８【第２稿　P４３】

水資源の有効活用に向けて

利水　４章（２稿）
４．４　利水

（１）水需要の精査確認

（２）水利権の見直しと用途間転用

（３）既存水資源開発施設の再編と運用の見直し

（４）水需要の抑制

（５）渇水への対応

９

取水実態をより的確に把握

一庫ダムによる効率的な補給

検討

１０【第２稿　P４３】

水資源の有効活用に向けて

利水　４章（２稿）
４．４　利水

（１）水需要の精査確認

（２）水利権の見直しと用途間転用

（３）既存水資源開発施設の再編と運用の見直し

（４）水需要の抑制

（５）渇水への対応

１１

協議会による対応

従来：

渇水時のみ

開催

平常時から

協力

改正

効率的な利水運用を図る

実施

１２【第２稿　P４３】
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水資源の有効活用に向けて

利水　４章（２稿）
４．４　利水

（１）水需要の精査確認

（２）水利権の見直しと用途間転用

（３）既存水資源開発施設の再編と運用の見直し

（４）水需要の抑制

（５）渇水への対応

１３

○渇水対策　　　　
○水需要の抑制施策
○情報交換

利水者
関係自治体
　関係省庁

河川管理者

水需要の抑制・渇水への対応

有識者

●節水について
　具体的行動

１４【第２稿　P４３】

利用

１ ２

利用　４章（２稿）
４．５．１　水面

（１）利用

（２）違法行為

（３）ホームレスへの対応

（４）迷惑行為

４．５．４　漁業

４．５．３　舟運

４．５．２　河川敷

は、猪名川に関するもの

３

河川敷【利用状況】

　　河川空間利用状況の推計

平成１２年度猪名川河川空間利用実態調査業務より

利用者数の年間推計値：２４８万人
４

水遊び　2.3% 釣り　5.1%

スポーツ　46.1%散策等　46.5%

利用形態別

利用場所別

水際　7.0%

高水敷　70.0%

堤防　22.6%
水面　0.4%
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利用　４章（２稿）
４．５．１　水面

（１）利用

（２）違法行為

（３）ホームレスへの対応

（４）迷惑行為

４．５．４　漁業

４．５．３　舟運

４．５．２　河川敷

は、猪名川に関するもの

５

河川敷【利用状況】

　　高水敷の公園占用割合

２，１９９

９６６

４７５
１６７

３０８

平成１４年３月３１日現在

（単位：千㎡）

６

河川区域内面積

高水敷の公園占用

低水路
　60%

高水敷
　13%

堤防敷
　27%

公園占
用面積
　65%

公園以外
　35%

【第２稿　P１２】

河川利用形態の見直し

河川敷以外で
利用する施設
の縮小を基本

川でなければできない利用・川に活かされた利用を重視

地域性・周辺環境に考慮

まちづくり全体の
中での議論

グラウンド等スポーツ施設

グラウンド等　　　
存続・整備要望

７【第２稿　P２５】

公園等占用許可施設

河川管理者 申請者

河川保全利用委員会（仮称）

・学識経験者、沿川自治体、地元住民等の意見を聴く

・地域毎、河川毎に設置

河川保全利用委員会の意見を参考に判断
許可

申請

河川敷地占用許可施設 実施

８【第２稿　P４４】

利用　４章（２稿）
４．５．１　水面

（１）利用

（２）違法行為

（３）ホームレスへの対応

（４）迷惑行為

４．５．４　漁業

４．５．３　舟運

４．５．２　河川敷

は、猪名川に関するもの

９

違法行為
　　【不法投棄の現状】

違法行為是正実施計画を立て計画的に是正

実施

平成１２年１月　池田市木部町地先 平成１２年２月　豊中市利倉西地先

１０【第２稿　P４５】
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「ホームレスの自立の支援等に関する特別措置法」に

基づき、関係自治体と一体となって、適正な利用を推進

17

30

51

0

10

20

30

40

50

60

平
成

１
0
年

４
月

平
成

１
1
年

４
月

平
成

１
2
年

４
月

不
定
住
者
確
認
数
（

人
）

確認数の経年的な動向

ホームレスの現状と対策 実施

１１【第２稿　P４５】

迷惑行為

主な迷惑行為箇所 ゴルフ

ラジコン

ラジコン

ゴルフ

ゴルフ

対策例（看板の設置）

啓発活動を図る

実施

１２【第２稿　P４５】

利用　４章（２稿）
４．５．１　水面

（１）利用

（２）違法行為

（３）ホームレスへの対応

（４）迷惑行為

４．５．４　漁業

４．５．３　舟運

４．５．２　河川敷

は、猪名川に関するもの

１３

河川環境の保全・再生

水産資源の保護

実施

１４【第２稿　P４５】
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　維持管理

１
【第２稿 P４６】

　維持管理

２
【第２稿 P４６】

堤防補修（補修前）

３
【第２稿 P４６】

実施河川管理施設の機能の保持

平成１５年５月　川西市小花地先

堤防補修（補修後）

４
【第２稿 P４６】

実施
河川管理施設の機能の保持

平成１５年６月　川西市小花地先

護岸補修（補修前）

【第２稿 P４６】

５

実施河川管理施設の機能の保持

平成１５年３月　尼崎市東園田町地先

護岸補修（補修後）

【第２稿 P４６】

６

河川管理施設の機能の保持

平成１５年６月　尼崎市東園田町地先

実施
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【第２稿 P４６】

堤防除草

７

実施
河川管理施設の機能の保持

平成１４年５月　尼崎市東園田町地先

平成１３年５月　尼崎市田能地先 （堆肥化）

刈草処理（再資源化処理）

【第２稿 P４６】

８

実施

河川管理施設の機能の保持

平成１４年　　　木津川（北河原地先）

　堤防・護岸以外の河川管理施設

神田排水樋門
【第２稿 P４６】

９

実施河川管理施設の機能の保持

平成１３年１１月　池田市神田地先

　

神田川排水機場
【第２稿 P４６】

１０

実施
河川管理施設の機能の保持
堤防・護岸以外の河川管理施設

平成１３年１１月　池田市神田地先

観測施設

小戸水位観測所

見野雨量観測所

【第２稿 P４６】

１１

実施

河川管理施設の機能の保持

平成１３年１１月　川西市見野大根畑

平成１３年１１月　池田市西本町地先

観測施設（水位・雨量）

【第２稿 P４６】

観測 河　川　名 災　害　名 被害箇所 被害額
所名 猪　名　川 平成１１年６月発生（梅雨前線出水）災害 0箇所 0千円

見

野

６月

小
戸

２６日 ２７日

０
１０
２０
３０
４０

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

２４ ３ ６ ９ １２ １５ １８ ２１ ２４ ３ ６ ９ １２ １５ １８ ２１ ２４

H.W.L 5.150

警戒水位　2.50

指定水位　1.00

１２

実施河川管理施設の機能の保持
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許可工作物の適正な管理

【第２稿 P４７】

１３

実施

井堰 樋門

平成１５年６月　池田市新町地先
平成１４年３月　伊丹市西桑津地先

利用されていない施設の撤去指導

【第２稿 P４７】

モルタル充填　(残存）

操作台撤去前

操作台等撤去
１４

実施許可工作物の適正な管理

平成８年３月　尼崎市高田町地先

樹木の伐採と管理

【第２稿 P４７】

１５

実施河道内維持

平成１４年７月　池田市神田地先

樹木の伐採と管理

【第２稿 P４７】

１６

実施河道内維持

安全利用のための対応

手すり付階段工緩傾斜坂路

【第２稿 P４７】

１７

実施河道内維持

平成１４年３月　川西市小戸地先

平成１５年１月　伊丹市森本地先

安全利用のための対応

【第２稿 P４８】

１８

実施河道内維持

平成１５年７月　川西市加茂地先
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安全利用のための対応

【第２稿 P４８】

１９

実施
河道内維持

２０
【第２稿 P４６】

実施河道内維持

安全利用のための対応

平成１４年５月　川西市小花地先

平成１４年５月　川西市小花地先

【第２稿 P４８】

不法投棄の防止対策

２１

実施

平成１２年１月　池田市木部町地先平成１２年２月　豊中市利倉西地先

河道内維持

【第２稿 P４８】

不法投棄の防止対策（巡視）

２２

実施河道内維持

平成１３年１０月　伊丹市森本地先

平成１４年５月　川西市出在家地先

【第２稿 P４８】

不法投棄の防止対策（監視）

２３

実施
河道内維持

平成１３年１１月　伊丹市下河原地先 平成１５年３月　伊丹市下河原地先

【第２稿 P４８】

河川愛護活動（住民による清掃）

２４

実施河道内維持

平成１５年５月　尼崎市食満地先
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【第２稿 P４８】

河川愛護活動（啓発活動）

２５

実施河道内維持

平成１５年７月　伊丹市森ノ木

河川愛護活動（啓発活動）

２６
【第２稿 P４８】

実施
河道内維持
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ダ　　　ム

2

ダ　　　ム

3

ダム計画の方針

【第２稿　P２７】

社会環境および自然環境
への影響、軽減策

経済性

事業の実現性事業の効果

ダム事業

実施の判断

他の河川整備事業

4

○琵琶湖における急速な水位低下と低い水位の長期化

　 が生態系に及ぼす影響

○狭窄部等の開削は当面実施しないことによる狭窄部

　 上流部の当面の浸水被害軽減

○近年頻発している渇水に対する安全度の確保

○既存ダム群の再編成

は、余野川ダムに関するもの

【第２稿　P２７】

ダム計画の方針

5

早急に浸水被害の軽減を図る

既往最大規模の洪水に対して被害軽減を目標

・狭窄部上流多田地区では、近年において度々浸水

　被害が発生

・周辺の宅地化が進行中

【第２稿　P２２】
6

多田神社

銀 橋川西市

池田市

川西
市

【第２稿　P２２】

猪
名
川
↓

　銀橋を含む狭窄部と上流の市街地（下流から上流を望む）

S58.9洪水の被害状況

銀橋付近

狭窄部

　平成１３年２月撮影

多田地区



7

現在の施設を活用
する方法　

•一庫ダムの放流操作の変更　　　　（○）

•一庫ダムの予備放流

•一庫ダムの堆砂容量の有効活用　（○）

•一庫ダムの利水容量の振り替え　 （○）

•一庫ダムの嵩上げ

その他の方法

既設ダムを有効
利用する方法

•バイパストンネル

•分水路

•新たな遊水地の設置　　　（○）

•氾濫原対策

新たな施設で対
応する方法　

•貯留施設（調節池）　　　　（○）

•森林の保水機能

•田畑の貯留機能

対
策
案

○見直し・検討結果

【第２稿　P５２】 （○）......狭窄部上流の浸水被害軽減に有効な対策 8
【第２稿　P５２】

貯留施設の活用
田畑の貯留機能
新たな遊水地の設置

一庫ダムの放流操作の変更
一庫ダムの堆砂容量の有効活用
一庫ダムの利水容量の振り替え
一庫ダムの嵩上げ

分水路の設置

猪名川 一庫ダム

一庫大路次川

余野川ダム

余野川 分派堰

小戸

神崎川

大阪湾

北山川

戸ノ内

多田地区

虫生

古江

猪
名
川藻

川

銀橋狭窄部

ﾊﾞｲﾊﾟｽﾄﾝﾈﾙの設置

9

現在の施設を活用
する方法　

•一庫ダムの放流操作の変更　　　　（○）

•一庫ダムの予備放流

•一庫ダムの堆砂容量の有効活用　（○）

•一庫ダムの利水容量の振り替え　 （○）

•一庫ダムの嵩上げ

その他の方法

既設ダムを有効
利用する方法

•バイパストンネル

•分水路

•新たな遊水地の設置　　　（○）

•氾濫原対策

新たな施設で対
応する方法　

•貯留施設（調節池）　　　　（○）

•森林の保水機能

•田畑の貯留機能

対
策
案

○見直し・検討結果

【第２稿　P５２】 （○）......狭窄部上流の浸水被害軽減に有効な対策 10

貯留施設（調節池）

平成１５年３月７日撮影　　　　猪名川パークタウン内調節池

【第２稿　P５２】

11

現在の施設を活用
する方法　

•一庫ダムの放流操作の変更　　　　（○）

•一庫ダムの予備放流

•一庫ダムの堆砂容量の有効活用　（○）

•一庫ダムの利水容量の振り替え　 （○）

•一庫ダムの嵩上げ

その他の方法

既設ダムを有効
利用する方法

•バイパストンネル

•分水路

•新たな遊水地の設置　　　（○）

•氾濫原対策

新たな施設で対
応する方法　

•貯留施設（調節池）　　　　（○）

•森林の保水機能

•田畑の貯留機能

対
策
案

○見直し・検討結果

【第２稿　P５２】 （○）......狭窄部上流の浸水被害軽減に有効な対策 12

一庫ダムの利水容量の振り替え

　一庫ダムの利水容量の振り替えのための貯留施設
として余野川ダムが有効

一庫ダム

他のダム

凡例　　□：洪水調節容量　□：利水容量　　□：利水容量＜振り替え分＞

洪水調節容量
の増量

一庫ダムの利水振り替え分

洪水調節容量

洪水調節容量

利水容量

【第２稿　P５２】
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現在の施設を活用
する方法　

•一庫ダムの放流操作の変更　　　　（○）

•一庫ダムの予備放流

•一庫ダムの堆砂容量の有効活用　（○）

•一庫ダムの利水容量の振り替え　 （○）

•一庫ダムの嵩上げ

その他の方法

既設ダムを有効
利用する方法

•バイパストンネル

•分水路

•新たな遊水地の設置　　　（○）

•氾濫原対策

新たな施設で対
応する方法　

•貯留施設（調節池）　　　　（○）

•森林の保水機能

•田畑の貯留機能

対
策
案

○見直し・検討結果

【第２稿　P５２】 （○）......狭窄部上流の浸水被害軽減に有効な対策 14

新たな遊水地の設置

平成１５年３月７日撮影　　　猪名川上流部（猪名川町）

【第２稿　P５２】

15

現在の施設を活用
する方法　

•一庫ダムの放流操作の変更　　　　（○）

•一庫ダムの予備放流

•一庫ダムの堆砂容量の有効活用　（○）

•一庫ダムの利水容量の振り替え　 （○）

•一庫ダムの嵩上げ

その他の方法

既設ダムを有効
利用する方法

•バイパストンネル

•分水路

•新たな遊水地の設置　　　（○）

•氾濫原対策

新たな施設で対
応する方法　

•貯留施設（調節池）　　　　（○）

•森林の保水機能

•田畑の貯留機能

対
策
案

○見直し・検討結果（狭窄部上流の浸水被害軽減効果）

【第２稿　P５２】 （○）......狭窄部上流の浸水被害軽減に有効な対策 16
【第２稿　P５２】

0.00 ～ 0.50

0.50 ～ 1.00

1.00 ～ 2.00

2.00 ～ 3.00

3.00 ～ 5.00

5.00 ～ 888.00

　・被害額　 ：　約630億円→約290億円

　・浸水戸数： 床上浸水家屋数　1,140戸→760戸

　　　　　　　 　 床下浸水家屋数 290戸→220戸　

対策前　　　　　　　　　有効な対策を全て実施後

17

余野川ダムは猪名川下流部の浸水被害を

軽減する効果がある。

○見直し・検討結果（猪名川下流部の浸水被害軽減効果）

【第２稿　P５２】
18

　　　　　昭和２８年９月洪水×１．５の場合

被害額　約２兆円　　→　　　被害額　約１兆６千億円

【第２稿　P５２】

ダムなし　　　　　　　　　　　　　　ダムあり



19

　　　　　　　　水利権量と実水需要量に剥離
　

　

・今後の水需要を利水者に確認し、厳正に吟味

　近年の少子高齢化社会の到来、人口増の緩和、工場

　の海外移転や資源循環型への転換等、社会経済の

　変化は急変　

○今後の見直し・検討

【第２稿　P５２】

検討

20

　水需要の精査確認、治水計画、猪名川及び余野川

　の河川環境の見直しにより貯水池規模が変更

【第２稿　P５２】

検討

・余野川ダムの貯水池規模の見直し並びに余野川

　ダムおよび一庫ダムの貯水池運用の変更に伴う

　環境等の諸調査

・土砂移動の連続性を確保する方策の検討

21

○調査・検討中における工事の実施について

調査・検討中の間は、地元の地域生活に必要な道路

や、防災上途中で止めることが不適当な工事以外は

着手しない。

【第２稿　P２８】
22

【第２稿　P２８】




